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 【背景】 
胃癌は日本、中国、韓国などの東アジアにおいて、発生率や死亡率の高い癌種である。
日本においては肺癌に次いで死亡率が高く、それゆえ癌の発生や進行についてのメカニ
ズムを解明することは非常に重要である。 
癌には浸潤や転移といった特性があり、細胞の接着がこれらの特性に重要な役割を果
たしていると考えられている。CD24 は細胞接着分子の一つであり、いくつかの癌種にお
いては進展を加速させ、生命予後を短くすることが報告されている。 CD24 は
glycosylphosphatidylinositol 結合型シアロ蛋白であり、B リンパ球前駆細胞、好中球、
神経細胞や一部の上皮細胞の細胞膜に存在することが確認されている。悪性腫瘍におい
ては B 細胞リンパ腫、グリオーマ、肺癌、肝細胞癌、子宮癌、卵巣癌、乳癌、前立腺癌、
膵癌、大腸癌、食道癌などで発現が報告されている。また CD24 は p-selectin の ligand
でもあり、血管内皮細胞や血小板に p-selectin を介して結合し、腫瘍細胞の増殖、転
移に関与する可能性が報告されているが、未だ不明な点が多い。 
 
【目的】 
本研究の目的は胃癌患者の摘出標本を用いて、CD24 の発現を解析し、CD24 発現と臨
床病理学的な因子との検討を行うことである。また細胞増殖マーカーである Ki-67 との
相関も調べ、発現の意義、予後を予測する因子となりうるかを検討することである。 
 
【対象と方法】 
 ヘルシンキ宣言に基づき術前に患者より口頭および文書にてインフォームドコンセ
ントを取得した。2001 年から 2008 年までに獨協医科大学第一外科において、摘出手術
を行った胃癌患者 173 例を対象とした。CD24 と Ki-67 は Avidin-Biotin Complex 法を用
いて免疫染色し、CD24 の発現において全く認められない症例を 0、10 %未満の症例を 1+、
10 %以上 50 %以下の症例を 2+、50 %より多く発現している症例を 3+とスコア化し、0
と 1+を陰性症例、2+と 3+を陽性症例として検討した。 
 また 6 種類の胃癌細胞株（KatoⅢ、MKN1、MKN28、MKN45、MKN74、HCG-27）を用いて、
ウェスタンブロット法にて CD24 の発現を検討した。 
 CD24 の発現と臨床病理学的因子の比較にはχ 2 検定を用いた。生存率曲線には
Kaplan-Meier 法を用い、Log-rank 検定を行った。CD24 の発現と Ki-67 発現の相関につ
いては Pearson's correlation coefficient を用いて解析した。p<0.05 を有意とした。 
 
【結果】 
 正常の胃粘膜では CD24 の染色は認められなかったが、リンパ濾胞に発現を認めるた
 め、internal positive control として観察を行った。 
 CD24 の発現スコアは 0 が 47 例、1+が 44 例、2+が 29 例、3+が 53 例であり、CD24 発
現陽性は 82 例（47 %）と判定した。 
臨床病理学的因子と CD24 の相関においては、壁深達度（p=0.005）および進行度
（p=0.043）と正の相関を認めた。その他リンパ節転移（p=0.058）や、リンパ管侵襲
（p=0.118）や静脈侵襲（p=0.096）においては CD24 の発現陽性例で高度となる傾向を
認めたが、統計学的有意差は認められなかった。 
生存曲線では CD24陽性症例では CD24陰性症例よりも予後が不良となる傾向を認めた
が統計学的有意差は認められなかった（p=0.065）。 
CD24 と Ki-67 の発現において、統計学上有意な相関関係は認められなかった。 
ウェスタンブロット法では、6 種の胃癌細胞株のうち、MKN-28 と MKN-74 において、
CD24 の強い発現を認めた。HGC-27 では中等度の発現を認め、MKN-1、MKN-45、KatoⅢに
おいては弱い発現であった。 
 
【考察】 
CD24 はグリオーマや乳癌、腎癌、非小細胞肺癌、卵巣癌、膀胱癌、肝細胞癌、前立腺
癌、大腸癌など新生物や様々な固形癌に発現していると報告されている。また膵臓癌や
大腸癌では、CD24 の発現が播種の促進に働いているとの報告がある。 
我々の結果では CD24 の発現は深達度と相関した発現を示しており、またリンパ節転
移や進行度と正の相関を示していた。局所における進展や静脈やリンパ管への浸潤に関
与していると考えられる。 
Ki-67 発現との検討では有意な相関が認められなかったため、CD24 は直接的には細胞
増殖には関与していないと考えられる。 
胃癌細胞株での検討では、高分化型、リンパ節転移陽性の細胞株において、強い発現
を示しており、摘出標本でもリンパ節転移陽性例で、CD24 の発現が増加する傾向が認め
られ、リンパ節転移に CD24 が関係していることが考えられる。 
以上のことから、胃癌の進行において CD24 が重要な役割を果たしており、患者の予
後を規定する因子になり得るものと思われる。 
 
【結論】 
 胃癌において CD24 の発現は予後不良因子となる可能性が示唆された。CD24 発現陽性
症例においては、腫瘍の malignant potential が高いと考えられるため、化学療法等
の補助療法の強化を考慮しつつ、再発治療に備えるための厳重な経過観察が必要であ
ると思われる。 
 
